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地域と福祉のあんしん懸け橋 

【編集後記】 

3 月になり令和 4 年度も終わろうとしています。今年度もコロナ禍が続いたことなど、いろいろなことがあ

りましたが、これまでの神様のお守りに感謝します。私の家庭では 4 月から長男が就職、長女が高校入学。

新年度も、希望と感謝の思いを持って歩んで行きたいと思います。（H.Y） 
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シャローム若葉 各サービス空き情報 

訪問介護 （月）△ （火）〇 （水）○ （木）〇 （金）△ 

ご希望に副える様対応させていただきます。 
虹の家 現在、満床ではありますが、本入居の為には入居受付が必要

となります。随時受け付けておりますので、ご連絡下さい。 

デイ 利用をご希望の方は、曜日・入浴等ご相談下さい。随時、状況をお知らせ致します。また、見学につきましては、発熱など風邪症状が

無い方でしたらご見学いただけますのでお問合せ下さい。＊要支援の定員はいっぱいとなっております。 

 

２０２３年 

シャローム若葉 桜木本部 電話番号 FAX 番号 

 管理部門 043-234-5111 043-234-5119 

  児童デイサービス STEP+  043-312-6655 043-234-5119 

  第 2 居宅介護支援事業所  043-308-8588 043-234-5119 

シャローム若葉 若松事業所  電話番号 FAX 番号 

 デイサービスセンター 043-235-4866 043-235-4850 

 若葉放課後等デイサービス 043-235-4865 043-235-4850 

 グループホーム虹の家 043-235-4867 043-235-4868 

 居宅介護支援事業所 043-214-3450 043-234-8411 

 訪問介護事業所 043-214-5567 043-234-8411 

 福祉用具貸与事業所 043-309-8598 043-234-8412 

シャローム若葉 区役所前事業所 電話番号 FAX 番号 

 千葉市あんしんケアセンター桜木 043-214-1841 043-214-8787 

 

いのちを敬い いのちを愛し いのちに仕えることによって 神の愛の実現に奉仕する 

３月号 
HP／https://www.shalomwakaba.com 令和 5 年 3 月 15 日発行 

シャローム若葉広報誌 「こんにちは」 2023 年 3 月号 編集・発行 広報委員会 

児童デイサービス STEP＋ 

管理者 森川 真衣 

 

 今年度も残りわずかとなりました。穏やかな日ざ

しに春の訪れを感じております。 

春は、出会いと別れの季節と言われますが、私と

シャローム若葉との出会いについてお話しさせてい

ただきたいとおもいます。 

 7 月にオープンした STEP＋も 3月で 9 ヶ月目を迎

えました。十数年前、まさかこの場所に勤務すると

は思ってもいませんでした。 

生まれも育ちも若葉区の私は、幼い頃からシャロ

ーム若葉に縁があり、母娘共々大変お世話になって

おります。 

 シャローム若葉の近くの小中学校へ通っていたた

め、中学校では毎年 5 月に行われていたバザー、若

松の事業所オープン時などイベントへ参加させて頂

き、部活動のメンバーと演奏をさせていただきまし

た。現 STEP＋の場所がまだ高齢者様のデイサービス

だった頃、夏休みにボランティアとして約 1 ヶ月通

わせてもいただきました。まだ、幼く子どもだった

私は、ボランティアというのは烏滸がましいくらい

で、利用者様、またスタッフの皆様に預かってもら

っているような状態であったかと思います。それで 

もお話をさせていただいたり、レクリエーション 

で一緒に歌を歌ったりと、学校生活では体験する

ことのできない貴重な時間を過ごしました。あの

時覚えた「月の砂漠」、音楽療法士の方が歌われ

ていた「若葉のみなさま(世界の国から)こんにち

は」、毎朝体操で流れていた「北国の春」は利用

者様の笑顔と共に今でも鮮明に覚えております。 

 放課後等デイサービスは、小学校 1 年生から高

校 3 年生までの児童生徒を学校教育後の時間をメ

インに療育を目的として関わるため時間的には、

ほんのわずかですが、大人になり、この場所ふと

きた時に、みんなで一緒に踊った曲、遊んだ時の

ことを思い出して、よき思い出にしてもらえるよ

うに活動していけたらと、職員一同努力してまい

ります。 

外で遊んでいる時、活動時、 

みかけたらお声をかけてもら 

えると、とてもうれしいです。 

シャローム若葉のホームページをご覧になった事はありますか？ 
ホームページではシャローム若葉の各事業所の情報や広報誌「こんにちは」

のバックナンバー、デイサービスの行事等の動画を見る事ができます。外出を

控えている方でもデイサービスの様子を見る事ができます。右の QR コード

をスマートフォンやタブレット端末で読み取ると簡単にご覧いただけます。 
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菅間きみ 弘中寿子 

吉川小夜子 

藤本きよ子 

3 月 3 日はひな祭り、虹の家では桃の節句のお祝いをしました。 



  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
                      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
                                               
 
 
 

三育ライフ介護３原則 １．知識に基づく「正確」な介護 ２．愛の心からの「誠実」な介護 ３．健康な精神で「清潔」な介護 いつでも見学できます。いつでもご相談下さい。 シャローム（shalom）とはヘブライ語で平和、平安を意味します。 

 

虹の家の入居者は現在全員が女性です。 

３月３日ひな祭りということでご入居者と共に楽しみました。 

飾り作りを皆で行い、塗り絵や紙花作りを手伝ってくれました。 

当日の「お雛様ケーキ」はスタッフが内緒でこっそり作り 

出来上がりを見た入居者みなさん「うわぁー 
���」と歓声が上がりました。 

そして「一体今日は何の日?」という質問が数回繰り返され・・・ 

スタッフが「みんなの日だよ?」というと不思議そうな顔をする入居者様方。 

「女の子の日ですー! みんな女の子だからみんなの日！」みんな笑顔になりました。 

１０時のおやつは甘酒とひなあられ 

昼食は菜の花の和え物とちらし寿司 

１５時のおやつはお雛様ケーキ 

美味しいものばかりの１日で皆さん満足してくださいました。 

笑顔においしいものは欠かせません。やはり３月３日は「女の子の日 
����	
��
��」。 
 

桃の節句～2023～ 

旧暦 3 月の始めの「巳の日」を「上巳（じょうみ・じょうし）」といい、古代中国ではこの時期に「上巳節（じょう

み（し）せつ）」という節目に水辺で身を清める儀式を行っていました。それが平安時代の日本に伝わり、紙や

藁、草木で作った人型に自分の厄災を移す習わしや海や川に人形を流してお祓いをする「流し雛」習慣ができ

ました。上巳は毎年日にちがずれてしまうため、3 月 3 日に固定されたそうです。 

その後、「上巳節」は江戸時代には「五節句」の 1 つとして祝祭日に設定され、現在の桃の節句・ひな祭りに

定着されました。 

もともとは邪気を祓うために禊やお祓い、お供えをする日でしたが、老若男女問わず健康を祈願するお祭

りとされていた桃の節句が女の子のお祭りになったのは、江戸時代頃からです。 

幕府が祝祭日とした 5 つの節句のうち、5 月 5 日の端午の節句が「男の子のお祭り」として浸透したのに

対し、「桃の節句」も女の子のお祭りとして徐々に広まっていきました。（諸説あり） 

 

 

桃の節句の由来 

虹の家では入居者が食べやすいひなあられをお出ししましたが、桃の節句と言えば雛飾りにも置く「菱

餅」です。 

桃色（赤）・白・緑の 3 色になっておりそれぞれに意味があるそうです。 

「桃色（赤）：赤は魔よけの色」 

「白：子孫繁栄、長寿、純潔を願う。」 

「緑：健やかな成長を願う。」との事でした。 

また、3 色を重ねる順番で春の情景を表現しています。地域によって順番が違う所もあり、少しだけ情景

が変わってきます。皆様の知っている菱餅はどの順番でしょうか？ 

下から緑・白・桃色の順番で、“雪の下には新芽が芽吹き、桃の花が咲いている” 

下から白・緑・桃色の順番で、“雪の中から新芽が芽吹き、桃の花が咲いている” 

雛人形の今昔 

雛飾りに人形を飾るようになったのは江戸時代からとの事、初期は毛氈（フエルト生地）に内裏雛（男雛・女

雛）を飾っていたそうです。 

「えっ！お内裏様とお雛様でしょ」と思っている方もいらっしゃると思いますが上部の 2 体は「お内裏様」、「お

雛様」は人形全部の事を指します。 

話がずれましたが、江戸時代ではひな祭りが盛んになるにつれ添える人形や道具が増えていったそうです。

裕福な町家では十畳屋敷いっぱいを使うような雛飾りがあった様です。 

明治・大正時代は祖母の人形と嫁いできたお嫁さんの人形を合わせたり、娘が生まれたら人形師や道具屋

から気に入ったものを買い足すなど家ごとの個性が出たものでした。 

また、比較的大型で豪壮な物が多く見られました。「雛人形は一家の物」から皆様が知っている「一個人の物」

が一般的になるのは高度成長期の昭和 20 年～30 年代になってからです。 

 昭和・平成・令和と 7 段飾りの大型の物から飾りやすいコンパクトな物に雛人形も変化を遂げています。 

ケース入りで出し入れしやすくコンパクトな物が売れている様です。顔立ちは目がパッチリの可愛らしいもの

もありますが、昔と変わらず切れ長の目の和風な顔立ちの人形が多く見られています。 

皆様の家の雛人形はどの様なものでしたか？ 

昭和 50 年代中頃 

木目込みの雛人形 

令和 2 年 

内裏雛人形 

～虹の家～ 

訪問介護ご利用者 K 様 

昭和 20 年代 

陶器の雛人形 

毎年ご自宅で飾っている

そうです。（今年撮影） 

令和 5 年 3 月 13 日以降のマスク着用の考え方について（厚生労働省 R5.2.10） 
令和５年３月１３日以降、個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることになります。 

本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、個人の主体的な判断が尊重されるよう、ご配慮

をお願いします。 

ただし、以下の場合は注意しましょう（機関によって対応が異なります） 
周囲の方に感染を広げない為にマスクの着用を推奨します 

・受診時や医療機関・高齢者施設を訪問する時 

・通勤ラッシュ時など混雑した電車・バスに乗車する時 

 

ご自身を感染から守る為にマスクの着用が効果的です 

・高齢者の方 

・基礎疾患を有する方 

・妊婦 

 

[留意事項] 
○子どもについては、すこやかな発育・発達の妨げとならないよう配慮することが重要です。 

○なお、感染が大きく拡大している場合には、一時的に場面に応じた適切なマスクの着用を広く呼びかける

など、より強い感染対策を求めることがあり得ます。ただし、そのような場合においても、子どものマスク

着用については、健康面などへの影響も懸念されており、引き続き、保護者や周りの大人が個々の子どもの

体調に十分注意をお願いします。 

外出の際は個包装

のマスクをカバンに

1 枚入れておくと安

心です。 

早くマスクの必要

じゃない日常が戻る

といいですね。 


